
 
 
 
 
 

 

 
 
   

 

 

   

 
   

   

 
   

   

   

   

   

   

   

   

 
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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１．平成24年３月期の業績（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期 6,283 △4.5 73 58.5 58 23.5 57 13.0
23年３月期 6,577 9.5 46 － 47 － 51 －

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年３月期 0.93 － 3.3 1.2 1.2
23年３月期 0.83 － 3.0 1.0 0.7

(参考) 持分法投資損益 24年３月期 －百万円 23年３月期 －百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期 5,407 1,779 32.9 28.62
23年３月期 4,924 1,760 35.7 28.31

(参考) 自己資本 24年３月期 1,779百万円 23年３月期 1,760百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年３月期 175 △122 464 1,515
23年３月期 130 △184 371 998

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 0.00 － －
24年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 0.00 － －

25年３月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －

３．平成25年３月期の業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,400 8.9 40 158.9 35 124.9 30 110.7 0.48
通 期 6,600 5.0 80 8.8 70 19.1 60 3.5 0.96



  

   

 

   

     

 

   

 

※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に関する注記

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期 62,280,394 株 23年３月期 62,280,394 株

② 期末自己株式数 24年３月期 95,032 株 23年３月期 94,112 株

③ 期中平均株式数 24年３月期 62,186,113 株 23年３月期 62,187,311 株

発行済株式数に関する注記

※ 監査手続の実施状況に関する表示
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品

取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2～3ページ「経営成績に関す
る分析」をご覧ください。
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 ・当期の経営成績 

当期の世界経済は、当初は総じて緩やかな回復基調で推移しましたが、欧州の金融不安の深刻化が世

界経済にも悪影響を及ぼし、中国を中心とする新興国の経済も徐々に低迷するなど、景気の減速感が強

まりました。また、原油価格の高止まり等による景気の先行き不透明感は払拭できない状況にありま

す。  

当期の我が国経済は、東日本大震災の影響に加え、円高の進行やタイでの洪水被害などにより、厳し

い状況にありましたが、エコカー補助金の復活により回復した自動車産業をはじめとする内需の持ち直

しや円高の一服等の影響から、景気は緩やかに改善いたしました。しかしながら、欧州の金融不安の再

燃懸念や原油高の影響に加え、原発再稼動問題を背景とした電力供給制限等の影響もあり、景気は先行

き不透明な状況にあります。 

当業界におきましては、規制緩和と荷主メーカーの大幅な物流コストの見直しにより、低価格化競争

が続いております。併せて、リードタイムの短縮化要請、環境に配慮した対応によるコストアップ、再

燃した原油・原材料の高騰等、厳しい企業環境にさらされている状況にあります。 

このような状況の中、当社は前々期から施設、人件費など固定費の大幅な削減を実行して損益分岐点

を下げ、３期連続の営業赤字から２期連続の営業黒字へと企業の収益体質を転換することができまし

た。 

日本経済の緩やかな回復を受けて、平成23年９月頃から当社業績も回復傾向となりました。平成24年

１月以降におきましては、前期から顕著になった中国における旧正月に起因する荷動きの停滞期間の長

期化があり、前期同様に今期も１、２月の営業収入の落ち込みは大きいものとなりました。しかしなが

ら、当期末にかけての円高の是正により比較的採算のよい輸出の取扱割合が増加する等の要因が寄与

し、利益的には大きな落ち込みを回避することができました。 

特別利益は、18,330千円を計上しました。その内訳は、投資有価証券売却益16,730千円、固定資産売

却益1,599千円であります。特別損失は、12,753千円を計上しました。その主要な内訳は、投資有価証

券評価損6,859千円、和解金5,760千円等であります。 

以上の結果、当期営業収入は、前期比△293,619千円（△4.5%）の6,283,502千円となりました。ま

た、営業利益は、前期比+27,145千円（+58.5%）の73,541千円となりました。経常利益は、前期比

+11,188千円（+23.5%）の58,761千円となりました。当期純利益は、前期比+6,653千円（+13.0%）の

57,994千円となりました。 

  

 セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。 

  ①港湾運送事業 

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、営業収入（セグメント間の内部売上高又

は振替高を除く）は、前期比△5.9%の5,907,229千円で、94.0%を占めております。セグメント利益（営

業利益）は、前期比+4.2%の407,441千円を計上しました。 

  ②自動車運送事業 

当セグメントにおきましては、営業収入は、前期比+26.1%の366,120千円で、5.8%を占めておりま

す。セグメント利益は、前期比△14.9%の26,233千円を計上しました。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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  ③その他 

その他におきましては、営業収入は、前期比△5.2%の10,152千円で、0.2%を占めております。セグメ

ント利益は、前期比+15.8%の9,647千円を計上しました。  

  

 ・次期の見通し 

次期につきましては、原子力発電所の再稼動問題や電気料金の値上げ等による景気動向の先行き不透

明感がありますが、災害復興策等による不透明感の払拭が期待されます。当社といたしましては、固定

費の削減の意識を継続しながら、中長期計画の基本方針に基づく営業拡大を目標に、高付加価値、高収

益を目指したＳＣＭ（サプライチェーンマネジメント）を構築し、業績の更なる発展を目指します。 
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 ①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

流動資産は 3,262,490千円となりました。前事業年度末比570,170千円（21.2%）増加しております。

これは現金及び預金の増加592,120千円、営業未収入金の減少29,792千円等によるものです。 

（固定資産） 

固定資産は 2,140,868千円となりました。前事業年度末比81,468千円（3.7%）減少しております。こ

れは建物（純額）の減少18,342千円、機械及び装置（純額）の減少9,016千円、車両運搬具（純額）の

減少8,302千円、投資有価証券の減少9,853千円等によるものです。 

（流動負債） 

流動負債は 2,089,457千円となりました。前事業年度末比185,432千円（9.7%）増加しております。

これは１年以内返済予定の長期借入金の増加161,432千円、短期借入金の増加19,000千円等によるもの

です。 

（固定負債） 

固定負債は 1,538,251千円となりました。前事業年度末比278,340千円（22.1%）増加しております。

これは長期借入金の増加303,507千円、長期未払金の減少12,838千円等によるものです。 

（純資産） 

純資産は 1,779,546千円となりました。前事業年度末比19,084千円（1.1%）増加しております。これ

は繰越利益剰余金の増加57,994千円、その他有価証券評価差額金の減少38,881千円等によるものです。

  

 ②キャッシュ・フローの状況 

当期のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動により175,206千円、投資活動により△122,725

千円、財務活動により464,688千円となりました。この結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前期

末比+517,120千円の1,515,555千円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

175,206千円（前期は130,629千円）でありました。これは、減価償却費計上105,410千円、売上債権

の減少20,520千円等が主な要因となっています。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

△122,725千円（前期は△184,142千円）となりました。これは、定期預金の預入（担保差入）△

75,000千円、有形固定資産の取得による取得△32,100千円、投資有価証券の売却・取得による収支差△

19,157千円などによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

464,688千円（前期は371,215千円）となりました。これは、長期借入金の増加464,940千円などに起

因するものです。 

（２）財政状態に関する分析
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当社は、株主への利益還元を第一として配当原資確保のための収益力を強化し、継続的かつ安定的な

利益配分を行うことを基本方針としております。平成23年３月期において黒字転換し２期連続黒字を計

上できたものの、繰越損失があり、期末配当については見送らせていただくことといたしました。平成

25年３月期の配当も同様に厳しい状況でありますが、将来的に安定した配当を継続できるよう収益力の

強化に努めていく所存であります。 

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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 該当事項はありません。 

２．企業集団の状況
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当社は港湾運送事業・国際海上コンテナー輸送・ＮＶＯＣＣ・通関業及び倉庫業を基本に国際複合一

貫輸送を主業務としております。また、国内輸送部門では海上フェリーを利用した隔地間連絡輸送を行

い、倉庫部門では、賃貸倉庫を運営しております。  

経営理念は「つねに豊かな総合物流の未来を拓く」を基本に、今日まで培った経験と実績を礎に顧客の

ニーズにいち早くお応えしながら「創造するロジスティクス」を追求することによって社会に貢献でき

る企業を目指しております。  

 併せて、当社事業の発展と経営の安定を実現することによって株主の皆様をはじめ、当社協力会社な

ど信頼をお寄せいただいている方々のご期待に応えてまいります。  

  

安定した収益の確保を目指す観点から、収入・粗利益・経費の中期計画を完全実施してまいります。

あらゆる部店の利益確保を指向し、営業利益１億円以上の確保を目指してまいります。  

  

当社は引き続き、多様化する荷主及び市場の変化に応え得る企業体質を確立して、如何なる経営環境

の変化にも対応できるよう、営業力の強化と中長期的視点に立った施設・設備の充実、新たな輸送方法

の研究・開発とそれを担う人材の育成を目指しております。  

そのような状況下において、特に下記を重点項目と致しております。 

１．重点対象荷主・貨種の選定 

   荷主の選択と集中を図り、それぞれの対応方針を明確にする。 

２．海外拠点の強化 

   中国事務所の営業機能強化および海外パートナーの拡大。 

３．営業力の強化 

   営業担当者の質的向上、営業人員の増員、販売促進強化、営業推進体制の構築。 

４．物流機能の強化 

   港湾運送事業を基盤に３ＰＬ（サード・パーティ・ロジスティクス）を視野に入れながら 

   パートナーのネットワークを強化拡大する。 

 ５．ローコストオペレーションによる生産性の向上を図る。 

   港湾荷役事業・倉庫業・国内海上コンテナ・営業業務のコスト対応力を強化する。 

  

当社は厳しい国際・国内物流業界において、如何なる経済環境にあっても安定した収益を確保できる

よう荷主に直結した作業・輸送システムを更に発展させてまいります。  

繰越損失を計画的に解消できるよう、中長期的な経営戦略を骨子にして細部を具体化させながら遂行

いたします。 

また、経営姿勢として安全第一、コンプライアンスの徹底、地球環境に配慮したグリーン経営をより

充実させ、経営資源を有効活用しながら中長期に亘って収益機会を創造いたします。今後は引き続き財

務体質の尚一層の改善を図るべく、徹底した経営の効率化と安定化を目指してまいります。 

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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４．財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※２  1,482,535 ※２  2,074,655

受取手形 9,835 ※１  8,763

営業未収入金 806,619 776,826

有価証券 10,494 10,494

前払費用 19,659 25,468

短期貸付金 4,000 4,000

未収消費税等 25,722 19,423

未収入金 9,683 9,817

立替金 336,473 344,212

貸倒引当金 △12,703 △11,172

流動資産合計 2,692,320 3,262,490

固定資産   

有形固定資産   

建物 844,727 847,727

減価償却累計額 △614,103 △635,445

建物（純額） ※２  230,623 ※２  212,281

構築物 26,284 26,284

減価償却累計額 △23,215 △23,572

構築物（純額） 3,069 2,712

機械及び装置 108,143 108,143

減価償却累計額 △73,372 △82,388

機械及び装置（純額） ※２  34,770 ※２  25,754

車両運搬具 742,184 745,599

減価償却累計額 △652,984 △664,703

車両運搬具（純額） ※２  89,199 ※２  80,896

工具、器具及び備品 121,814 122,339

減価償却累計額 △108,705 △111,614

工具、器具及び備品（純額） 13,109 10,724

リース資産 50,836 62,886

減価償却累計額 △15,089 △25,947

リース資産（純額） 35,746 36,938

土地 ※２  576,183 ※２  576,183

有形固定資産合計 982,702 945,491

無形固定資産   

のれん 446,896 418,965

ソフトウエア 873 1,544

電信電話専用施設利用権 180 155

電話加入権 4,188 4,188

リース資産 17,920 9,932

無形固定資産合計 470,059 434,786
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 ※２  611,978 ※２  602,125

出資金 12,074 12,488

長期貸付金 93,518 90,518

破産更生債権等 38,338 38,794

長期前払費用 750 306

固定化営業債権 234,294 244,182

差入保証金 93,160 92,633

貸倒引当金 △314,540 △320,457

投資その他の資産合計 769,573 760,590

固定資産合計 2,222,336 2,140,868

繰延資産   

株式交付費 9,741 3,896

繰延資産合計 9,741 3,896

資産合計 4,924,398 5,407,255

負債の部   

流動負債   

支払手形 66,538 ※１  55,264

営業未払金 519,344 515,251

短期借入金 ※２  539,000 ※２  558,000

1年内返済予定の長期借入金 ※２  520,887 ※２  682,319

リース債務 17,522 20,468

未払金 ※２  121,761 ※２  92,701

未払費用 20,969 26,172

未払法人税等 13,980 12,000

預り金 43,630 67,610

賞与引当金 36,400 33,800

その他 3,992 ※１  25,870

流動負債合計 1,904,025 2,089,457

固定負債   

長期借入金 ※２  971,092 ※２  1,274,600

リース債務 41,303 31,786

退職給付引当金 188,035 187,569

長期未払金 ※２  33,335 ※２  20,496

その他 26,145 23,798

固定負債合計 1,259,911 1,538,251

負債合計 3,163,936 3,627,709
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,394,398 2,394,398

資本剰余金   

資本準備金 314,304 314,304

その他資本剰余金 433,706 433,534

資本剰余金合計 748,010 747,838

利益剰余金   

利益準備金 5,856 5,856

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △1,257,668 △1,199,674

利益剰余金合計 △1,251,812 △1,193,818

自己株式 △10,525 △10,381

株主資本合計 1,880,071 1,938,037

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △119,609 △158,490

評価・換算差額等合計 △119,609 △158,490

純資産合計 1,760,462 1,779,546

負債純資産合計 4,924,398 5,407,255
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（２）損益計算書 
(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

営業収入 6,577,121 6,283,502

港湾運送事業 5,611,922 5,408,099

自動車運送事業 918,471 828,441

その他 46,727 46,961

営業原価 6,147,027 5,840,179

営業総利益 430,093 443,322

販売費及び一般管理費   

役員報酬 41,586 40,899

従業員給料 60,065 74,677

福利厚生費 27,853 31,336

賞与引当金繰入額 4,534 5,602

退職給付費用 12,952 4,257

租税公課 3,471 16,483

交際費 2,503 1,850

減価償却費 16,756 12,137

のれん償却額 27,931 27,931

賃借料 52,522 51,774

貸倒引当金繰入額 － 5,679

その他 133,521 97,152

販売費及び一般管理費合計 383,698 369,781

営業利益 46,395 73,541

営業外収益   

受取保険金 7,300 －

受取利息 467 344

受取配当金 10,269 13,073

受取家賃 9,418 8,649

経営指導料 4,800 4,800

受取事務手数料 1,650 1,950

雑収入 13,613 13,850

営業外収益合計 47,518 42,668

営業外費用   

支払利息 43,734 54,825

貸倒引当金繰入額 800 2,117

雑損失 1,806 505

営業外費用合計 46,340 57,448

経常利益 47,573 58,761
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 3,663 1,599

投資有価証券売却益 33,017 16,730

貸倒引当金戻入額 9,551 －

賞与引当金戻入額 8,678 －

特別利益合計 54,911 18,330

特別損失   

固定資産売却損 909 50

固定資産除却損 616 82

投資有価証券売却損 － 1

投資有価証券評価損 51,331 6,859

和解金 － 5,760

その他 ※１  18,504 －

特別損失合計 71,363 12,753

税引前当期純利益 31,121 64,338

法人税、住民税及び事業税 6,942 6,344

法人税等還付税額 △27,162 －

法人税等合計 △20,219 6,344

当期純利益 51,340 57,994
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（３）株主資本等変動計算書 
(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 2,394,398 2,394,398

当期末残高 2,394,398 2,394,398

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 314,304 314,304

当期末残高 314,304 314,304

その他資本剰余金   

当期首残高 433,800 433,706

当期変動額   

自己株式の処分 △93 △171

当期変動額合計 △93 △171

当期末残高 433,706 433,534

資本剰余金合計   

当期首残高 748,104 748,010

当期変動額   

自己株式の処分 △93 △171

当期変動額合計 △93 △171

当期末残高 748,010 747,838

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 5,856 5,856

当期末残高 5,856 5,856

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

当期首残高 △1,309,009 △1,257,668

当期変動額   

当期純利益 51,340 57,994

当期変動額合計 51,340 57,994

当期末残高 △1,257,668 △1,199,674

利益剰余金合計   

当期首残高 △1,303,153 △1,251,812

当期変動額   

当期純利益 51,340 57,994

当期変動額合計 51,340 57,994

当期末残高 △1,251,812 △1,193,818
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

自己株式   

当期首残高 △10,560 △10,525

当期変動額   

自己株式の取得 △97 △91

自己株式の処分 132 234

当期変動額合計 35 143

当期末残高 △10,525 △10,381

株主資本合計   

当期首残高 1,828,789 1,880,071

当期変動額   

当期純利益 51,340 57,994

自己株式の取得 △97 △91

自己株式の処分 38 62

当期変動額合計 51,281 57,965

当期末残高 1,880,071 1,938,037

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △153,571 △119,609

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 33,962 △38,881

当期変動額合計 33,962 △38,881

当期末残高 △119,609 △158,490

評価・換算差額等合計   

当期首残高 △153,571 △119,609

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 33,962 △38,881

当期変動額合計 33,962 △38,881

当期末残高 △119,609 △158,490

純資産合計   

当期首残高 1,675,217 1,760,462

当期変動額   

当期純利益 51,340 57,994

自己株式の取得 △97 △91

自己株式の処分 38 62

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 33,962 △38,881

当期変動額合計 85,244 19,084

当期末残高 1,760,462 1,779,546
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（４）キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 31,121 64,338

のれん償却額 27,931 27,931

減価償却費 119,435 105,410

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,095 4,386

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,476 △2,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） 49,848 △466

受取利息及び受取配当金 △10,736 △13,418

支払利息 43,734 54,825

売上債権の増減額（△は増加） 68,008 20,520

立替金の増減額（△は増加） △56,769 △7,739

仕入債務の増減額（△は減少） △81,326 △15,366

投資有価証券売却損益（△は益） △33,017 △16,729

投資有価証券評価損益（△は益） 51,331 6,859

有形固定資産売却損益（△は益） △2,753 △1,548

有形固定資産除却損 616 82

為替差損益（△は益） 706 △254

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,152 －

その他の資産の増減額（△は増加） 5,957 7,442

その他の負債の増減額（△は減少） △38,953 △10,763

小計 163,713 222,910

利息及び配当金の受取額 10,736 13,418

利息の支払額 △43,721 △54,825

法人税等の支払額 △23,434 △6,296

法人税等の還付額 23,335 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 130,629 175,206

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △89,200 △75,000

有形固定資産の取得による支出 △46,481 △32,100

有形固定資産の売却による収入 6,877 2,650

無形固定資産の取得による支出 △766 △1,817

投資有価証券の取得による支出 △114,472 △52,533

投資有価証券の売却による収入 63,880 33,375

短期貸付けによる支出 △8,000 －

短期貸付金の回収による収入 8,000 －

長期貸付金の回収による収入 4,338 3,000

出資金の払込による支出 △320 △418

出資金の回収による収入 100 －

差入保証金の差入による支出 △8,113 －

差入保証金の回収による収入 17 －

その他の支出 － △538

その他の収入 － 655

投資活動によるキャッシュ・フロー △184,142 △122,725
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 50,000 19,000

長期借入れによる収入 928,300 1,085,000

長期借入金の返済による支出 △589,473 △620,060

リース債務の返済による支出 △16,528 △19,222

配当金の支払額 △1,023 －

自己株式の処分による収入 38 62

自己株式の取得による支出 △97 △91

財務活動によるキャッシュ・フロー 371,215 464,688

現金及び現金同等物に係る換算差額 53 △49

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 317,757 517,120

現金及び現金同等物の期首残高 680,677 998,435

現金及び現金同等物の期末残高 ※１  998,435 ※１  1,515,555
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該当事項はありません。 

（５）継続企業の前提に関する注記
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（６）重要な会計方針

１ 有価証券の評価基準及び評価方法

 (1) その他有価証券

   時価のあるもの

決算末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定)

   時価のないもの

評価基準及び評価方法は移動平均法による原価法

２ 固定資産の減価償却の方法

 (1) 有形固定資産

  （イ）リース資産以外の有形固定資産

定率法によっております。

ただし、建物については定額法によっております。  

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっておりま

す。

ただし、車両運搬具のうち、けん引車及び被けん引車の法定耐用年数は４年でありますが、これを

前者については６年で、また後者については10年で償却しております。

  （ロ）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。 

なお、平成20年３月31日以前に契約をした、

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

 (2) 無形固定資産

  （イ）リース資産以外の無形固定資産 

定額法によっております。

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。 

ただし、のれんについては、その効果の及ぶ期間(20年)にわたって定額法により償却しておりま

す。

  （ロ）リース資産

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。 

なお、平成20年３月31日以前に契約をした、 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。
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 (3) 長期前払費用
均等償却をしております。 
なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

３ 繰延資産の処理方法

    株式交付費

３年間で均等償却しております。

４ 引当金の計上基準

 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込み額を計上しております。

  ① 一般債権

貸倒実績率法による限度額相当額を計上しております。

  ② 貸倒懸念債権及び破産更生債権

財務内容評価法によっています。

 (2) 賞与引当金

従業員に支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

 (3) 退職給付引当金

従業員の退職金の支出に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産に基づき、当期末に発

生している額を計上しております。 

会計基準変更時差異(187,081千円)については、15年による按分額を費用処理しております。

５ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び取得日から満期日までの期間が３ヶ月以内の定期預金でありま

す。

６ その他財務諸表作成のための重要な事項

  消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。
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（７）追加情報

 (会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

 当事業年度の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。
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（８）財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)

前事業年度 
(平成23年３月31日)

当事業年度 
(平成24年３月31日)

 

――――――――――

※２ （担保資産）

このうち

預金 484,100千円

投資有価証券 368,426千円(帳簿価額)

建物 96,582千円(  〃  )

土地 573,132千円(  〃  )

計 1,522,241千円(  〃  )

   は、短期借入金539,000千円、１年内返済予定の

長 期 借 入 金  480,687 千 円 及 び 長 期 借 入 金 

829,742千円の担保に供しております。

 

※１ 事業年度末日満期手形の会計処理については、満

期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当事業年度末日が金融機関の休日であったため、

次の当事業年度末日満期手形が、当事業年度末残高から

除かれております。

  受取手形           983千円
  支払手形          21,789千円
  設備関係支払手形      1,850千円

※２ （担保資産）

このうち

預金 559,100千円

投資有価証券 342,739千円(帳簿価額)

建物 88,902千円(  〃  )

土地 573,132千円(  〃  )

計 1,563,873千円(  〃  )

   は、短期借入金558,000千円、１年内返済予定の

長 期 借 入 金  601,559 千 円 及 び 長 期 借 入 金 

1,037,670千円の担保に供しております。

 

 なお、上記以外に有形固定資産の一部について
は割賦払いの方法で購入しているため、所有権が
売主に留保されております。
 所有権が留保されている資産
  機械及び装置        33,350千円
    車両及び運搬具      2,735千円

（上記に対応する債務）

未払金 12,838千円

長期未払金 33,335千円

計 46,173千円

 
 

なお、上記以外に有形固定資産の一部について
は割賦払いの方法で購入しているため、所有権が
売主に留保されております。
所有権が留保されている資産
 機械及び装置        25,013千円
   車両及び運搬具      2,572千円 

（上記に対応する債務）

未払金 12,838千円

長期未払金 20,496千円

計 33,335千円

(損益計算書関係)

前事業年度 当事業年度

(自 平成22年４月１日 (自 平成23年４月１日

 至 平成23年３月31日)  至 平成24年３月31日)

※１ その他          18,504千円の内容

   過年度事業税等更正      9,399千円

   過年度事業所税            6,953千円

   資産除去債務会計基準の   2,152千円 

   適用に伴う影響額  

―――――――――
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（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加 2,914株 

減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の売渡しによる減少 1,168株 

  
  

該当事項はありません。 
  
    (2) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

該当事項はありません。 

  

  

第92期（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

   
  

  

   
（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の買取りによる増加 3,040株 

減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 単元未満株式の売渡しによる減少 2,120株 

  
  

該当事項はありません。 

  
  
    (2) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

該当事項はありません。 

(株主資本等変動計算書関係)

第91期（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(千株) 62,280 ― ― 62,280

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 92,366 2,914 1,168 94,112

３ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(千株) 62,280 ─ ─ 62,280

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 94,112 3,040 2,120 95,032

３ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額
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(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

 

１ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

  現金及び預金勘定 1,482,535千円

  担保差入定期預金 △484,100千円

  現金及び現金同等物 998,435千円
 

１ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

  現金及び預金勘定 2,074,655千円

  担保差入定期預金 △559,100千円

  現金及び現金同等物 1,515,555千円
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前事業年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  

 
（注）１. 表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

 ２. 当事業年度において、その他有価証券で時価のある株式について51,331千円減損処理を行っています。 

なお、減損処理にあたっては、実質価額が取得原価に比べ50％以上下落した場合及び過去2年にわたり30％

超下落した状態にあり、回復する合理的な根拠がない場合に減損処理を行っております。 

  

  

  

 
  

(有価証券関係)

１ その他有価証券で時価のあるもの

区分

当事業年度
(平成23年３月31日)

取得原価
  

(千円)

貸借対照表
計上額 
(千円)

差額 
  

(千円)

貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの

① 株式 89,769 130,067 40,297

② 債券 ─ ─ ─

③ その他 14,397 17,498 3,100

小計 104,167 147,565 43,398

貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの

① 株式 617,271 456,798 △160,472

② 債券 10,494 10,494 ─

③ その他 10,150 7,614 △2,535

小計 637,916 474,908 △163,007

合計 742,083 622,473 △119,609

２ 当該事業年度中に売却したその他有価証券

区分

当事業年度
(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日)

売却額
  

(千円)

売却益の合計額
  

(千円)

売却損の合計額
  

(千円)

① 株式 63,880 33,017 ―

合計 63,880 33,017 ―
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当事業年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１ その他有価証券 

  

 
（注）１. 表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。 

 ２.  当事業年度において、その他有価証券で時価のある株式について6,859千円減損処理を行っています。 

なお、減損処理にあたっては、実質価額が取得原価に比べ50％以上下落した場合及び過去2年にわたり30％

超下落した状態にあり、回復する合理的な根拠がない場合に減損処理を行っております。 

  

  

２ 当該事業年度中に売却したその他有価証券 

  

区分

当事業年度
(平成24年３月31日)

取得原価
  

(千円)

貸借対照表
計上額 
(千円)

差額 
  

(千円)

貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの

① 株式 77,569 95,659 18,090

② 債券 ─ ─ ─

③ その他 14,597 18,524 3,926

小計 92,167 114,183 22,015

貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの

① 株式 658,298 480,702 △177,596

② 債券 10,494 10,494 ─

③ その他 10,150 7,239 △2,910

小計 678,943 498,436 △180,506

合計 771,111 612,620 △158,491

区分

当事業年度
(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日)

売却額
  

(千円)

売却益の合計額
  

(千円)

売却損の合計額
  

(千円)

① 株式 33,376 16,730
1

合計 33,376 16,730
1
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１ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

す。 

当社は統括本部において港湾運送事業を統括し、国内本部において自動車運送事業を統括しておりま

す。自動車運送事業の売上高の60.6％は、当社港湾運送事業への内部売上で、両事業の関連性は高いで

すが、自動車運送事業の売上高は、すべての事業セグメントの10％を越えており、「港湾運送事業」及

び「自動車運送事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「港湾運送事業」は港湾運送輸出・輸入業、近海輸送業、港湾荷役業、倉庫業を含んでおります。

「自動車運送事業」は、海上コンテナ輸送、フェリー輸送、トラック輸送を含んでおります。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントごとの会計処理の方法は「重要な会計方針」における記載と概ね同一

であります。 

  

(セグメント情報等)
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  

前事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 (単位：千円) 

 
(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。 

２. セグメント利益の調整額の内容は、△383,698千円は全社費用であり、その内容は報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。 

３. セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当事業年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

(単位：千円) 

 
(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。 

２. セグメント利益の調整額の内容は、△369,781千円は全社費用であり、その内容は報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。 

３. セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額 
（注）２

財務諸表計上
額(注)３

港湾運送事業
自動車運送

事業
計

  売上高

 外部顧客に 
 対する売上高

6,275,987 290,421 6,566,408 10,713 6,577,121 ― 6,577,121

 セグメント間の 
 内部売上高又は振替高

1,449,092 613,341 2,062,433 ― 2,062,433 △2,062,433 ―

計 7,725,079 903,762 8,628,841 10,713 8,939,555 △2,062,433 6,577,121

 セグメント利益 390,940 30,825 421,766 8,327 430,093 △383,698 46,395

 セグメント資産 4,665,323 256,819 4,922,142 2,255 4,924,398 ― 4,924,398

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額 
（注）２

財務諸表計上
額(注)３

港湾運送事業
自動車運送

事業
計

  売上高

 外部顧客に 
 対する売上高

5,907,229 366,120 6,273,349 10,152 6,283,502 ― 6,283,502

 セグメント間の 
 内部売上高又は振替高

1,751,370 563,162 2,314,532 ― 2,314,532 △2,314,532 ―

計 7,658,599 929,282 8,587,882 10,152 8,598,034 △2,314,532 6,283,502

 セグメント利益 407,441 26,233 433,675 9,647 443,322 △369,781 73,541

 セグメント資産 5,181,533 223,507 5,405,041 2,214 5,407,255 ― 5,407,255
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(注) １. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、前事業年度においては希薄化効果を有する潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。また、当事業年度においては潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

２. １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎 

  

 
  

３. １株当たり純資産額の算定上の基礎 

   

(持分法投資損益等)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

   該当事項はありません。    該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり純資産額 28円31銭 １株当たり純資産額 28円62銭

１株当たり当期純利益 0円83銭 １株当たり当期純利益 0円93銭

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

─
潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

―

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

損益計算書上の当期純利益       (千円) 51,340 57,994

普通株主に帰属しない金額 (千円) ─ ─

普通株式に係る当期純利益 (千円) 51,340 57,994

普通株式の期中平均株式数 (株) 62,187,311 62,186,113

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

純資産の部の合計額 (千円) 1,760,462 1,779,546

純資産の部の合計額から控除する金額 (千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額 (千円) 1,760,462 1,779,546

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数

(株) 62,186,282 62,185,362
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該当事項はありません。 

  

  

リース取引関係、金融商品関係、デリバティブ取引関係、退職給付関係、ストック・オプション等関

係、税効果会計関係、企業結合等関係、資産除去債務関係、賃貸等不動産関係、関連当事者情報に関す

る注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略し

ます。 

(重要な後発事象)

(開示の省略)
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